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達成状況 

自己評価 学校関係者評価 

確
か
な
学
び 

学

力

の

向

上

・

授

業

改

善 

国語授業を通して、『自ら

学びを進められる子ども』

を育成するための授業改

善 

●子どもが自分の問いもち、自ら解決しよ

うとする授業について研究する。 

・研究授業時における協議内容 

・アンケート「自分の問いをもち授

業に取り組むことができる。」で肯

定評価８０％以上の結果 

・研究授業 

・「学校教育アンケート」 

適宜 

年度末 
 

 

 

 

 

 

子どもが話を聴くことで，自分の考えを整

理し表現できる授業について研究する。 

アンケートで肯定評価８０％以上の結果 

・「授業では人の話を聴いている」 

・「自分の考え発表したり書いたり

して伝えている」 

「学校教育アンケート」 年度末 

   

「全国学力調査」「すくすくウォッチ」にお

いて、事後指導を行う。 

「全国学力・学習状況調査」「すく

すくウォッチ」結果の分析を行う。 

「全国学力・学習状況調査」 

「すくすくウォッチ」 

テスト結

果後 
   

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

一人一台タブレット活用

の推進 

１日１回はタブレットを起動し、タブレッ

トを使用する。 

タブレットを持ち帰り，家庭学習に活用す

る。 

「１日１回はタブレットを起動する」

「タブレットを持ち帰って家庭学習を

することがある」で肯定評価８０％以上 

「学校教育アンケート」 年度末 

 

 

 

 

 

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

心

の

教

育

の

充

実 

人権教育の計画的実践 

 

 

学校図書館の活性化 

 

あいさつへの取り組みの

充実 

 

いじめ防止の取り組み 

計画的・継続的に研修をおこない、人権教

育の充実を図る。 

全クラス、道徳の授業を1回公開する 

具体的な取り組みを実施 実践報告 年度末 

 

 

 

 

 

 

週に３回程度の読書タイムや図書の時間を

設定し、意欲的に読書する児童を育成する。 

アンケート「週に３回程度，読書を

する時間を通して読書をした」で肯

定評価８５％以上の結果 

「学校教育アンケート」 毎学期 

   

あいさつについて職員の積極的な声かけと

指導の工夫をおこなう。 

代表委員会によるあいさつ運動をおこなう。 

アンケート「自分からすすんであいさつをし

ている。」で肯定評価８５％以上の結果 

「学校教育アンケート」 年度末 

   

●こころの健康観察・いじめ防止アンケー

トの結果による指導の徹底を図る。 

ネットリテラシーの出前教室を実施する。 

指導結果のチェックと 

１００％の問題解決。 

高学年での出前教室の実施 

こころの健康観察・いじめ

防止アンケート 

毎月 

   

体

力

の

向

上 

「小学校体育指導の手引」

に基づいた体育指導の実

践 

 

安全と運動量を確保した

体育指導の実践 

意図的・計画的に指導を行い体育指導の充

実を図る。 

アンケート「運動することが好き

だ」で肯定評価８０％以上の結果。 

「学校教育アンケート」 年度末 
 

 
 

 
 

 

●安全と運動量を十分に確保した体育指導

の充実を図る。 

●年間を通して駆け足などの取り組みを行

い、基礎体力の向上を図る。 

アンケート「運動することが好き

だ」で肯定評価８０％以上の結果。 

「学校教育アンケート」 年度末 

   

学びの現状 

 昨年度から国語科を研究教科とし，「自ら学びを進められる子ども」の育成に努めている。自分の思いや考えを互いに伝え合う活動を

進めることにより，自ら学び，ともに学習課題を解決しようとする姿が多く見られるようになった。しかし，自分の思いや考えを文章に表した

り，それを伝えたり，相手の意見を受け入れたりする力がまだまだ十分ではなく，こうした力を養うとともに，自身の学びをより深める，互い

に学びを高め合える授業の実現に取り組んでいくことが必要である。 

体力の現状 

 本校は，児童数が多いにもかかわらず運動場が狭いという現状があり，限られた範囲の中で効率的に児童の運動量を確保していくこと

が課題である。全職員が，６年間の系統性をふまえた体育の授業の工夫・改善をすすめるとともに，体育の授業と体育的行事（マラソン大

会やなわとび月間。レクリエーション活動等）の関連性を意識した体育指導に取り組む。また，休み時間には各学年が活動できる場所を確

保し，体力の向上につながる運動の充実を図る。 

令和８年度 重点目標                         ◎ 本校の教育目標  知徳体，調和のとれた児童の育成 
重点目標  〇自ら学ぶとともに，学び合い高め合う子（知）  〇人とのつながりを大切にし，多様な価値観を認める子（徳）  〇未来に向けて，たくましく挑戦する子（体） 

 

中学校区におけるめざす子ども像 

① 学びの基礎をつくり，自分らしい学びを深める子ども  ②他者と協力し，自他のちがいを認め，多様性を尊重する子ども  ③運動する習慣・意欲・能力を高め，運動に親しむ子ども 



 

地
域
協
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信
頼
さ
れ
る
教
職
員
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家庭・地域とともに子ども

を支える学校づくりの推

進 

 

学校情報の積極的な発信 

地域人材を活用し、家庭・地域とともに子

どもを支える学校づくりを進める。 

 

家庭・地域とともに取り組みを進め

る。 

実践報告 年度末 

 

 

 

 

 

 

学校通信やホームページを活用。学校の取

り組みや授業の様子を発信する。 

学校ＨＰの毎日の更新をめざす。 実践報告 毎学期 

 

 

 

 

 

校長より（年度末） 

 

学校関係者評価者から（年度末） 

 


